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研究（実用化）開発のポイント・先進性

古河シンチテック（株）　福島県いわき市好間町上好間字小館20　☎050-3778-5962（担当：薄善行）Mail：usuki@mirai-imaging.com

古河シンチテック（株）　
代表取締役　薄　善行

　浜通りでは、原発事故に
伴う風評被害もあり、がん

の罹患を心配する声があります。早期治
療により、生存率が高くなることから、
早期発見が重要になります。本装置使用
により、短時間の検査で早期がんの発見
が可能になりますので、完治率の向上と
共に治療費の削減が期待できます。

　古河シンチテックは、東北大
NICHe の 指 導 で、1.5x1.5x15mm
の GAGGで、30 ｘ 30 本組アレイを
作製しました。MIT で試作したデー
タ収集回路を、放射線医学総合研究所
で性能評価したところ、問題ないこと
が判明しましたので、アレイを評価し
特性に問題ないことを確認しました。
日本医科大学では、現状の装置を使用
して臨床試験を開始しました。

　2027 年時点で 145 台・101 億円
の売上を見込み、設備投資としては結
晶製造装置、加工設備、検査設備、工
場建屋を含め、25 億円を投資して、
年間 250 台までの PET装置製造に対
応します。福島県浜通り地域での設備
増設を計画しており、間接雇用数を含
む新規創出雇用者数は 2027 年時点で
累計 51人を計画しています。

　現在 Pr:LuAG※を使用した乳房用 PETを製造販売してい
るが、より特性の良い Ce:GAGG と Si 半導体を使用して、
より高性能の PET 装置を作製します。現状の乳房用 PET
の検出器は、光電子増倍管を使用しているため、検出器が
大きくなっています。Si 半導体を使用することで、小型の
検出器が可能となると同時に乳房以外への適用が可能とな
ります。円形型検出器と比べて近接撮影が可能なため、感
度が向上して短い検査時間でより小さながんの早期発見が
可能となります。PET装置は機能診断装置のため、形態診
断装置のＸ線マンモグラフィーでの発見が難しい高濃度乳
腺でも容易にがんが発見できます。

　新規シンチレータを使用し、軽量・薄型の Si 半導体受光
素子アレーを組み合わせた、1mm分解を有し、近接撮影
が可能な超高分解能フレキシブル PET装置で、撮像時間 5
分以下、時間分解能 1.5 ナノ秒程度、装置価格 5,000 万円
以下の装置を開発します。

　PETは悪性腫瘍の機能診断ができ、その有効性から近年
急に普及が進んでおり、7.5％の成長率とともに 2027 年時
点で 6,500 億円の市場規模が予測されます。当社で販売中
の乳房用 PETの解像度向上で、早期がんの発見が可能にな
り、患者のQOLの飛躍的向上が見込まれます。

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2019年度開始

完成予想図Pr : ( プラセオジム ,、原子番号 59の元素）
LuAG :  Lu3Al5O12 ルテチウム・アルミニウム・ガーネット

シンチレータ結晶で放射線が当たると可視光で光る結晶。
　　　　光の量で放射線（Ｘ線、ガンマ線等）の強さが測定できる。

※

本事業では、自己放射線を持たない世界最高性能新規シンチレータと Si 光半導体検出
器を用いた高分解能を有する、小型・薄型のフレキシブル PET 装置で、古河シンチテッ
ク社がいわき市で製造販売を行う PEMGRAPH から得られた臨床上の知見をもとに、
次世代の革新的医療機器の実用化を目指します。

極初期リンパ節がん、乳がん診断を
可能とするフレキシブルＰＥＴ装置の開発

早期がん診断が可能な近接撮像型次世代フレキシブル小型 PET 装置

古河シンチテック株式会社、株式会社ＭＩＴ
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研究（実用化）開発のポイント・先進性

ミツフジ株式会社　〒960-1406 福島県伊達郡川俣町鶴沢雁ヶ作 91　☎ 080-4862-5828（担当：医療プロジェクト部長　小副川博通）Mail：Hiromichi.osoegawa@mitsufuji.co.jp

洗濯可能な導電性銀メッキ繊維
AGposs®

さまざまなニーズに対応する
ウェアラブル端末

ミツフジ株式会社　
医療プロジェクト部長　小副川博通

　復興を最も身近に感じて欲しいのは、そ
の町にすむ住民です。住民が健康であり、
いきいきと毎日を暮らすまちづくりが川俣
町で実践されています。弊社は、川俣町
に工場を設立したことをきっかけに素晴ら
しい実証フィールドを作ることができ、そ
して住民の皆様、また福島県の皆様に恩
返しをしていきたいと考えています。

■　 成果物：川俣町用シャツと生体情
報管理システム　

■　 知見ノウハウ：着心地感のよい
シャツ、24 時間接続可能なアプ
リ開発

 ■　 自治体との連携等：川俣町との連
携協定、立命館大との連携協定　

■　 メディア露出：新聞やテレビに数
10回　

　当実証事業においては、広く技術提
携先を求めており、特に浜通りや福島
県の企業との積極的なマッチング行っ
ています。ソフト開発はいわき市の 1
社、医療機器開発は川俣町の 2社と
提携関係を結び、開発を進めています。
　また、住民向けのシャツ型電極は、
今後 1000 人を超える規模への提供を
考え、近隣の住民によるシャツ縫製工
程への参画を検討しています。

( １) 要素技術：弊社が保有する導電性銀メッキ繊維
（AGposs®）は、からだの電気信号を取得することが
できます。これを応用したウェアラブルシャツ型電極
（hamon®）を開発しています。
（２）ポイントや先進性：プロジェクトは川俣町の協力によ
り円滑に進めており、シャツ型デバイスやソフトは 200 名
を超える住民が毎日装着しています。実用化に向けた運用
体制を検証し、スムーズに実用化する準備をしています。
（３）位置づけ：新商品開発 川俣町を実証フィールドとし、毎
日装着するために必要な要件や試作品のフィードバックによ
り、日々商品開発に取り組み、市場投入を目指しています。
（４）課題と対策：シャツの着心地感、データ取得の持続性、

メッセージの伝わり方、などを住民の意見と反応を見なが
ら対応し、本年度 3回の実証を通して、シャツやアプリを
刷新しました。

　「着るだけで」生体データを取得し、24時間自動で管理・
監視できる仕組みを開発し、川俣町を実運用のモデルとし
ます。少子高齢化社会に欠かせない、まちぐるみでの見守り、
一人ひとりの健康に対する意識づくり、予防予知による健
康寿命の延伸が川俣町から福島県全体に広がります。

　避難区域を含む川俣町は、高齢化率が 40%を上回り、少
子高齢化の問題に直面しています。住民が健康で安全・安
心に暮らせるまちづくりは当プロジェクトの重要なテーマ
であり、住民の健康寿命の延伸だけでなく、医療費を 1人
あたり数万円削減することを具体的な目標と定めています。

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼
川俣町

2018年度開始

ゼロ歳児から高齢者までを対象に住民の健康や安全な生活を見守るために、ミツフジの
導電性銀メッキ繊維を使用した電極付シャツを開発し、実証を通じて調整します。リモー
トで生活やからだの状態をモニタリングし、オンラインで医療機関と連携するコミュニ
ケーションツールを開発し、町全体の見守りサービスとして実用化を目指します。

「着るだけで健康に！」をテーマに川俣町住民の
健康寿命を伸ばすウェアラブルデバイスの開発

毎日着用可能なウェア型 IoT 機器およびオンライン診療システム
による健康モニタリングサービスの開発

ミツフジ株式会社
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